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   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０３Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成25年3月13日(2013.3.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
駆動波形信号を生成する駆動波形信号生成回路と、
　前記駆動波形信号と帰還信号との差分信号を出力する減算器と、
　前記差分信号をパルス変調して変調信号とする変調回路と、
　前記変調信号を電力増幅して電力増幅変調信号とするデジタル電力増幅回路と、
　前記電力増幅変調信号を平滑化して容量性負荷の駆動信号とする平滑フィルターと、
　前記駆動信号を前記減算器への帰還信号とする帰還回路と　
　前記駆動信号で駆動される容量性負荷の容量に応じて前記帰還回路の所定の周波数にお
けるゲインを調整する調整手段と、を備えたことを特徴とする容量性負荷駆動装置。
【請求項２】
前記帰還回路は、
ハイパスフィルタと、
ローパスフィルタと、を含むことを特徴とする請求項１に記載の容量性負荷駆動装置。
【請求項３】
前記帰還回路は、第１の帰還回路と第２の帰還回路とを備え、
前記駆動信号で駆動される容量性負荷の容量が所定値よりも大きいときから所定値以下に
変更されたとき、前記調整手段は、所定の周波数におけるゲインが前記第２の帰還回路に
備わる第２のハイパスフィルタよりも大きい第１のハイパスフィルタと、所定の周波数に
おけるゲインが前記第２の帰還回路に備わる第２のローパスフィルタよりも小さい第１の
ローパスフィルタと、を有する第１の帰還回路に切り替えること
を特徴とする請求項２に記載の容量性負荷駆動装置。
【請求項４】
前記帰還回路は、第１の帰還回路と第２の帰還回路とを備え、
前記駆動信号で駆動される容量性負荷の容量が所定値以下のときから所定値よりも大きく
なったとき、前記調整手段は、所定の周波数におけるゲインが前記第１の帰還回路に備わ
る第１のハイパスフィルタよりも小さい第２のハイパスフィルタと、所定の周波数におけ
るゲインが前記第１の帰還回路に備わる第１のローパスフィルタより大きい第２のローパ
スフィルタとを有する第２の帰還回路に切り替えることを特徴とする請求項２に記載の容
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量性負荷駆動装置。
【請求項５】
前記帰還回路のハイパスフィルタは、抵抗値が互いに異なる複数の素子を含み、
前記調整手段は、前記駆動信号で駆動される容量性負荷の容量に応じて前記複数の素子へ
の接続を切替えることを特徴とする請求項２に記載の容量性負荷駆動装置。
【請求項６】
前記帰還回路のハイパスフィルタは、容量が互いに異なる複数のコンデンサを含み、
前記調整手段は、前記駆動信号で駆動される容量性負荷の容量に応じて前記複数のコンデ
ンサの何れかを接続することを特徴とする請求項２に記載の容量性負荷駆動装置。
【請求項７】
前記帰還回路のローパスフィルタは、抵抗と複数のコンデンサーを含み、
前記調整手段は、前記駆動信号で駆動される容量性負荷が所定の容量よりも小さいときは
前記抵抗に接続され、前記駆動信号で駆動される容量性負荷が所定の容量よりも大きいと
きは前記複数のコンデンサの何れかに接続されることを特徴とする、請求項２に記載の容
量性負荷駆動装置。
【請求項８】
請求項１乃至７の何れか一項に記載の容量性負荷駆動装置を用いて前記容量性負荷である
アクチュエーターを駆動することによって、液体を噴射する液体噴射装置。


	header
	written-amendment

